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ど
等
、
足
元
を
知
ら
ね
ば
何
事
も
は
じ
ま

り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
し
た
現
状
認
識

と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
聴
く
事
―
職
員
が
明
る
く
元
気
で
働
き

や
す
い
職
場
は
い
い
仕
事
が
出
来
る
。
そ
れ

は
市
民
利
用
者
の
利
益
に
繋
が
る
と
思
い
、

全
職
員
に
個
別
面
談
を
年
二
回
実
施
し
、
職

員
の
仕
事
に
か
か
る
意
見
や
思
い
、
課
題
等

を
聴
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
出
さ
れ
た
課

題
の
解
決
に
取
組
み
、
働
き
や
す
い
職
場
を

構
築
し
、
も
っ
て
市
民
・
利
用
者
に
還
元
さ

れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
何
よ
り
も
利
用
者
の
意
見
・
提
言
・
苦

情
は
、
図
書
館
へ
の
期
待
で
あ
り
、
改
革
・

改
善
に
繋
が
る
も
の
だ
と
考
え
、
し
っ

か
り
聴
き
と
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
館
内
に
提
案
箱
を
二
か
所
に
設
置
し

意
見
・
提
言
を
求
め
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
文
書
・
カ
ウ
ン
タ
ー
等
か

ら
多
い
年
で
六
十
件
を
超
え
る
時
が
あ
り

ま
す
が
、
ひ
と
つ
一
つ
を
丁
寧
に
受
け
止

め
、
対
応
策
を
も
合
わ
せ
て
職
員
に
供
覧

し
、
回
答
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
図
書
館
と
し
て
―
人
口
八
万

人
、
蔵
書
二
十
万
冊
、
年
間
約
四
十
五
万

人
の
来
館
者
、
正
規
職
員
一
名
と
館
長
を

含
め
週
二
十
時
間
・
同
三
十
時
間
勤
務
の

嘱
託
職
員
二
十
一
名
、
計
二
十
二
名
の
職

員
体
制
と
い
う
特
徴
的
な
市
立
図
書
館
で

あ
り
ま
す
。

　
地
域
の
図
書
館
と
し
て
「
市
民
に
親
し

ま
れ
役
立
つ
図
書
館
」
を
目
指
し
、
利
用

者
の
利
便
性
と
読
書
活
動
の
推
進
を
柱
と

し
て
、
停
滞
す
る
事
無
く
、
新
た
な
課
題

に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
図
書
館
長
」
の
職
を
拝
命
し
た
時
、

そ
れ
は
山
登
り
を
も
っ
ぱ
ら
に
し
て
来
た

僕
に
明
日
か
ら
海
に
潜
る
こ
と
を
も
っ
ぱ

ら
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
出
来

事
で
し
た
。
気
が
つ
け
ば
五
年
が
過
ぎ
、

あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　
期
待
に
応
え
る
事
―
館
長
と
し
て
「
何

を
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
か
」
と
頭

は
一
杯
で
し
た
。

　
僕
に
こ
の
仕
事
を
命
じ
て
く
れ
た
人
の

期
待
に
応
え
る
事
、
職
場
で
働
く
職
員
の

期
待
に
応
え
る
事
、
何
よ
り
も
市
民
・
利

用
者
の
期
待
に
応
え
る
事
、
そ
の
事
が
僕

の
仕
事
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
、
ど
う
す
れ
ば
、
何
を
す
れ

ば
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
か
…
…
そ
れ

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
他
者
か
ら
学
ぶ
―
新
任
館
長
研
修
会
は

図
書
館
現
状
と
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
の
あ
り
方
等
を
学
び
ま
し
た
。
南
部
図

書
館
等
施
設
長
会
議
で
は
近
隣
の
図
書
館
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の
つ
な
が
り
、
現
状
や
課
題
を
、
京
都
府

図
書
館
等
連
絡
協
議
会
で
は
京
都
府
の
図

書
館
の
取
組
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
、
各

種
の
研
究
会
や
研
修
会
に
も
積
極
的
に
出

か
け
学
び
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な
い
僕

に
は
こ
れ
ら
先
達
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
館

長
と
し
て
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
理
念
と
目
標
と
方
針
を
掲
げ
て
―
「
市

民
に
親
し
ま
れ
役
立
つ
図
書
館
」
に
な
る

こ
と
、
そ
れ
は
市
民
の
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ひ
い
て
は
設
置
者
の
願
う
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
を
実
感
す
る

時
、
職
員
も
ま
た
や
り
が
い
や
充
実
感
を

得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
時
代
が
変
わ
っ

て
も
、
そ
の
内
容
や
方
法
が
変
わ
っ
て

も
、
こ
の
理
念
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
こ

と
を
確
信
し
、
あ
り
き
た
り
で
は
あ
る

が
、
私
は
こ
れ
を
理
念
に
掲
げ
、
城
陽
市

立
図
書
館
運
営
の
柱
に
据
え
ま
し
た
。
目

指
す
方
向
は
定
ま
っ
た
。
あ
と
は
そ
の
具

体
化
を
図
る
こ
と
だ
け
で
し
た
。

　
さ
て
、
「
市
民
に
親
し
ま
れ
役
立
つ
図

書
館
」
を
目
指
し
た
目
標
や
方
針
を
明
確

に
す
る
。
そ
れ
を
計
画
的
、
組
織
的
に
取

組
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
は

て
、
何
を
、
ど
こ
か
ら
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
…
…
。

　
知
る
事
―
図
書
館
の
こ
れ
ま
で
の
経

緯
、
取
組
、
利
用
実
績
、
成
果
と
課
題
、

職
員
体
制
、
市
民
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
な
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 「
第
二
十
回
京
都
図
書
館
大
会
に
参
加
し
て
」

　
宇
治
市
中
央
図
書
館
　
北
岡
　
和
昌

　
今
年
の
京
都
図
書
館
大
会
は
、
第
二
十

回
目
の
大
会
で
あ
り
、
「
人
と
図
書
館
の

新
し
い
関
係
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
は
、
国
立
国
会
図
書
館
主
幹

の
柳
与
志
夫
氏
が
、「
新
し
い
公
共
空
間
の

形
成
　
図
書
館
の
可
能
性
を
探
る
」
と
い

う
題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
の
「
人
」

「
場
所
」「
資
源
」
を
使
っ
て
、
ま
た
、
図
書

館
以
外
の
博
物
館
、
文
書
館
、
大
学
、
企
業

な
ど
と
も
連
携
し
て
い
き
、
地
域
を
豊
か
に

す
る
こ
と
が
図
書
館
の
目
的
で
あ
り
、
司
書

は
、「
公
共
政
策
を
担
う
専
門
家
」
た
れ
と
、

な
か
な
か
先
進
的
な
講
演
内
容
で
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
事
例
発
表
で
は
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
の
西
川
真
樹
子
氏
が
、
大

学
図
書
館
に
お
け
る
国
民
読
書
年
の
取
り

組
み
を
、「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
の
様
子
な

ど
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
も
使
い
な
が
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
し
い
仕
組
み
や
発
想
を
次
々

に
取
り
入
れ
て
い
く
あ
た
り
は
、
さ
す
が
大

学
の
図
書
館
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
民
の
自
発
的
な
活
動
を
支
援

さ
れ
て
い
る
豊
中
市
立
岡
町
図
書
館
の
取

り
組
み
を
、
活
動
の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
西
口
光
夫
氏
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
特
技
や
専
門
知
識
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
市
民
が
、「
地
域
の
記
憶
」

を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
保
存
し
、

誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

目
的
で
、
図
書
館
に
集
う
、
そ
し
て
図
書

館
が
情
報
発
信
基
地
に
な
る
と
い
う
の
は
、

今
回
の
テ
ー
マ
と
一
致
し
て
い
て
、
と
て
も

素
敵
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
城
陽
市
立
城
陽
中
学
校
の
倉

本
千
鶴
子
教
諭
が
、
司
書
教
諭
と
し
て

「
学
校
図
書
館
」
や
「
本
」
を
通
じ
て
、

ど
の
よ
う
に
生
徒
や
他
の
教
諭
と
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
、
何
を
伝
え
よ
う
と
し

て
お
ら
れ
る
の
か
を
、
と
て
も
パ
ワ
フ
ル

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
本
か
ら
知

識
を
得
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
が

あ
ふ
れ
る
社
会
の
中
で
、
ど
う
や
っ
て
情

報
を
集
め
、
選
択
し
、
ま
と
め
る
か
、
そ

し
て
他
者
に
伝
え
る
か
も
「
学
ん
で
」
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
日
常
的
に
本
か
ら
知
識
を
得
て
、
ま

た
、
本
を
使
っ
て
児
童
に
授
業
を
行
っ
て

い
る
先
生
で
あ
っ
て
も
、
よ
り
効
果
的

に
、
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
て
「
本
」

を
使
う
に
は
、
司
書
教
諭
と
い
う
専
門
職

の
指
導
・
協
力
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ

と
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　
大
会
を
終
え
た
帰
り
道
、
容
赦
な
く
吹

き
付
け
る
台
風
の
雨
風
に
押
し
返
さ
れ
な

が
ら
、
図
書
館
は
人
に
何
が
出
来
る
の
か

考
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

I
I

I
I

I

『
千
代
田
図
書
館
と
は
何
か
│
新
し
い
公

共
空
間
の
形
成
』（
ポ
ッ
ト
出
版
）

　
千
代
田
図
書
館
開
館
に
向
け
て
の
激
動

の
日
々
を
冷
静
に
振
り
返
る
。
オ
ー
ル
ド

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
図
書
館
界
へ
の
鋭
敏
な

批
判
、
あ
る
い
は
要
望
で
も
あ
る
。
ど
う

受
け
止
め

る
か
、
司

書
の
力
量

が
問
わ
れ

る
と
こ
ろ

だ
。

『
知
識
の
経
営
と
図
書
館
』（
勁
草
書
房
）

　
「

図

書

館
の
経
営
」

か

ら
「

知

識
自
体
の

経
営
」
へ
。

あ
ざ
や
か
な
発
想
の
転
換
、
そ
し
て
具
体

的
な
提
言
。
勉
強
モ
ー
ド
で
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
【
事
務
局
】

I
I

I
I

I

「
子
ど
も
読
書
絵
て
が
み
コ
ン
テ

ス
ト
」
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
京
都
府
教
育
委
員
会
と
共
催
で
実
施

し
て
い
た
「
子
ど
も
読
書
絵
て
が
み
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
第
十
回
を

も
っ
て
、
終
了
し
ま
し
た
。
次
年
度
か

ら
「
子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り
コ
ン
テ

ス
ト
」（
仮
称
）
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
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今
年
（
平
成
二
十
三
年
四
月
）
京
都
市

中
央
図
書
館
は
開
館
三
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
ま
ず
は
京
都
市
図
書
館
全
体
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
生
涯
学
習
」
の
言
葉
が
ま
だ
耳
新
し

い
頃
に
、
市
民
に
最
適
な
学
習
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
昭
和
五
十
六
年
に
、
公
立

の
生
涯
学
習
施
設
の
財
団
運
営
と
い
う
全

国
初
の
試
み
の
中
「
京
都
市
社
会
教
育
振

興
財
団
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
市

中
央
・
左
京
・
山
科
・
下
京
・
南
図
書
館

は
こ
の
時
誕
生
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
図
書
館
と
い
え
ば
、
閉
架
式
書

架
を
主
と
し
た
勉
強
部
屋
の
イ
メ
ー
ジ
が

根
強
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
徹
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何

に
で
も
、
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
市

民
の
下
駄
履
き
図
書
館
」
を
目
指
し
ま
し

た
。
今
で
こ
そ
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
開

館
当
初
、
年
中
無
休
、
平
日
の
夜
間
は
八

時
三
十
分
ま
で
開
館
す
る
こ
と
は
全
国
で

も
画
期
的
な
事
で
し
た
。
図
書
館
数
は
現
在

市
内
十
一
行
政
区
に
二
十
館
を
数
え
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
三
十
年
間
は
バ
ブ
ル
景
気
と

そ
の
崩
壊
、
高
度
化
す
る
科
学
技
術
、
少

子
高
齢
化
な
ど
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
変
化

の
激
し
い
時
代
で
し
た
。
図
書
館
も
ま
た

時
代
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
様
々
な
工

夫
を
こ
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

以

下
、

主

だ
っ
た
も
の
を

列
挙
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年

…
在
宅
貸
出
開

始
　

昭
和
六
十
三
年
…
「
テ
ー
プ
図
書
」
貸
出

開
始
・
移
動
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
　

平
成
二
年
…
国
立
国
会
図
書
館
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
開
始

平
成
九
年
…
醍
醐
中
央
図
書
館
で
視
聴
覚

資
料
の
貸
出
開
始

平
成
十
一
年
…
京
都
市
生
涯
学
習
振
興
財

団
へ
と
名
称
変
更

平
成
十
二
年
…
左
京
図
書
館
夜
間
祝
日
開

館
実
施
（
平
成
十
五
年
…
全
館
祝
日
開
館
完

了
）（
平
成
十
九
年
…
全
館
夜
間
開
館
完
了
）

平
成
十
三
年
…
「
京
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ネ
ッ

ト
」（
全
館
オ
ン
ラ
イ
ン
化
計
画
）
完
了

平
成
十
四
年
…
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
／
貸

出
冊
数
を
各
館
五
冊
か
ら
全
館
十
冊
に
改

定
／
「
音
の
文
庫
」
事
業
開
始

平
成
十
七
年
…
醍
醐
中
央
図
書
館
に
自
動

貸
出
機
設
置

平
成
十
八
年
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
開
始

平
成
十
九
年
…
自
動
音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
／

携
帯
電
話
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
開

始平
成
二
十
年
…
Ｃ
Ｄ･

Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
予
約

取
寄
せ
開
始

平
成
二
十
一
年
…
返
却
ポ
ス
ト
設
置
（
地
下

鉄
市
役
所
前
駅
・
京
北
自
治
振
興
会
図
書
室
）

平
成
二
十
三
年
…
返
却
ポ
ス
ト
設
置
（
地

下
鉄
北
大
路
駅
）

　
こ
の
様
に
サ
ー
ビ
ス
・
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
た
結
果
、
以
下
の
表
の
通
り
利
用

状
況
も
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。

 

京
都
市
図
書
館
の
利
用
状
況
（
表
）

　
こ
の
様
に
三
十
年
を
振
り
返
る
と
、
学

生
の
勉
強
部
屋
か
ら
貸
出
中
心
の
図
書
館

へ
と
京
都
市
の
図
書
館
は
進
化
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
で

役
立
つ
図
書
館
と
し
て
利
用
し
て
頂
け
る

様
に
、
最
近
で
は
東
日
本
大
震
災
で
東
北

か
ら
京
都
に
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
た
方
へ

市
役
所
の
震
災
避
難
者
相
談
窓
口
等
の
情

報
提
供
を
行
い
、
四
中
央
図
書
館
に
東
北

の
地
方
紙
を
配
架
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
①
学
校
と
の
連
携
（
調
べ
学
習

や
朝
読
書
、
学
級
文
庫
等
で
活
用
す
る
学

校
団
体
貸
出
・
司
書
に
よ
る
出
前
講
座
等
）

②
市
会
図
書
室
と
の
連
携
（
資
料
提
供
や

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
、
そ
の
活
動
を

支
援
）
③
博
物
館
や
美
術
館
と
の
Ｍ
Ｌ
Ａ

連
携
や
他
機
関
と
の
連
携
（
直
近
で
は
植

物
園
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
実
施

す
る
な
ど
他
機
関
と
の
取
組
も
積
極
的
に

展
開
）
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
、
京
都
市
図
書
館
の

カ
ー
ド
を
持
ち
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
市

民
の
二
十
九
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
も

地
域
や
住
民
に
役
立
つ
資
料
収
集
を
地
道

に
継
続
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
情

報
発
信
の
場
と
し
て
「
市
民
が
随
所
に
主

と
な
る
」
図
書
館
に
向
け
て
さ
ら
な
る
努

力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

昭和56年 平成22年

館数 6館 20館（3.3倍）

蔵書数 279,406冊 1,856,546冊（6.6倍）

貸出人数 481,686人 2,249,448人（4.7倍）

貸出冊数 960,748冊 7,919,097冊（8.2倍）

予約リクエスト件数 5,339件 1,515,673件（283倍）

蔵書回転率 3.44回 / 年 4.26回 / 年（1.2倍）

人口一人当りの貸出冊数 0.66冊 5.37冊 / 年（8.1倍）

ブックメール（平成14年） 289,404冊 2,817,809冊（9.7倍）

レファレンス件数 1,841件（1館） 37,702件（20館）

京都市の人口 1,465,749人 1,474,473人（1倍）



（4）

　
昨
年
度
九
年
ぶ
り
に
Ｐ
Ｃ
更
新
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
図
書
館
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
し
た
理
由
は
、

・
更
新
が
不
要
↓
図
書
館
業
務
に
専
念

で
き
る
。

・
コ
ス
ト
面
↓
五
年
導
入
型
と
比
較
し

て
二
十
％
減
。

・
常
に
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
利
用
で

き
る
。

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
安
心
感
。

・
サ
ー
バ
の
管
理
が
不
要
な
こ
と
。

　
し
か
し
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
変
更
が
し

に
く
い
と
い
う
面
も
あ
り
、
徹
底
し
た
各

社
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
　
　

　
稼
働
し
て
半
年
以
上
た
ち
ま
し
た
が
、

機
能
が
と
て
も
よ
く
、
事
務
所
も
サ
ー
バ

が
な
い
分
す
っ
き
り
し
、
レ
ス
ポ
ン
ス
も

よ
く
、
サ
ー
バ
が
Ｉ
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
こ
と
を

意
識
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
月
に
は
蔵
書
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

を
開
始
し
、
市
民
待
望
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
好
評

で
す
！ 

　
ま
た
、
本
年
度
六
月
に
は
更
新
の
目
玉

で
あ
る
「
読
書
手
帳
」
も
始
め
ま
し
た
。

貸
出
中
の
資
料
の
書
名
・
著
者
・
出
版
社

等
が
印
刷
さ
れ
た
シ
ー
ル
を
一
枚
ず
つ
打

出
し
、
図
書
館
で
用
意
し
た
「
読
書
手
帳

〜
ほ
ん
で
ほ
ん
で
」
に
貼
る
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
予
想
以
上
の
反
響
が
あ
り
、
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
、
年
配
の
方
ま
で
楽
し

ん
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
更
新
後
、
初
め
て
迎
え
た
夏
休
み
の

利
用
状
況
は
、
貸
出
冊
数
は
前
年
度
の

十
五
％
増
、
予
約
は
五
十
八
％
増
と
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
図
書
館
と
な
り
ま
し
た
。

　
反
面
不
便
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
端
末
ご
と
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
独
自
の
Ｈ
Ｐ
を
既
存

の
シ
ス
テ
ム
で
は
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

他
部
署
（
定
住
促
進
課
）
の
サ
ー
バ
ー
を

借
り
る
こ
と
に
よ
り
、
独
自
の
Ｈ
Ｐ
を
立

ち
上
げ
、
既
存
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料

検
索
画
面
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
解
決
！
と
い
う
よ
り

は
、
綾
部
市
図
書
館
ら
し
い
Ｈ
Ｐ
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
常
に
更
新
で

き
る
『
お
知
ら
せ
』
の
部
分
は
小
さ
い
で

す
が
、
写
真
満
載
・
速
攻
公
表
・
内
容
充

実
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
！
そ
の
お
返

し
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
定

住
促
進
課
が
重
要
課
題
に
あ
げ
て
い
る

「
あ
や
べ
桜
が
丘
団
地
」
販
売
促
進
に
、

図
書
館
で
も
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
販
売
促
進
用
の
「
う
ち
わ
」
の
配
布

や
「
夢
の
マ
イ
ホ
ー
ム
貯
金
箱
」
（
ク
ラ

フ
ト
キ
ッ
ド
）
の
工
作
教
室
の
開
催
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
Ｐ
Ｃ
更
新
の
お
か
げ
で
、
従
来

の
縦
割
り
行
政
か
ら
、
垣
根
を
越
え
た
横

と
の
連
携
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
互
い

の
課
の
業
務
向
上
に
つ
な
が
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

【
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
】
と
は

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
の
う
ち
、

ユ
ー
ザ
が
必
要
と
す
る
も
の
だ
け
を

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
配
布
し
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
配

布
形
態
。
（
「
Ｉ
Ｔ
用
語
辞
典
　
ｅ
‐

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
ｓ
」
よ
り
）

I
I

I
I

I

◎
研
修
研
究
委
員
会

　
北
部
地
区
実
務
研
修
会

　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
八
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

　
場
所
　
京
丹
後
市
峰
山
地
域
公
民
館

　
講
師
　
岡
崎
　
義
子
　
氏

　
テ
ー
マ
「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た

　
　
　
　
　
〜
小
道
具
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

読
み
聞
か
せ
〜
」

◎
相
互
協
力
委
員
会

　
相
互
協
力
実
務
担
当
者
会
議
は
、
平
成

二
十
四
年
二
月
下
旬
開
催
予
定
で
す
。

◎
広
報
委
員
会

　
平
成
二
十
三
年
九
月
七
日
（
水
）
に
京

都
府
立
図
書
館
に
て
第
二
回
広
報
委
員
会

を
開
催
し
、
会
報
八
十
五
号
の
編
集
等
を

協
議
し
ま
し
た
。

　
　
　 

編
　
集
　
子
　

　
南
部
の
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
で

広
域
利
用
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
町
の
人
の

知
り
た
い
、
楽
し
み
た
い
と
い
う
要

求
を
、
そ
の
自
治
体
が
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
運
営
に
生
か
す
こ
と
。
住

民
は
町
の
図
書
館
か
ら
得
た
資
料
や

情
報
を
使
っ
て
、
自
分
の
こ
と
は
自

分
で
考
え
自
分
で
決
め
て
暮
ら
し
や

町
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
こ
と
を
基
本
に
、
今
回
の
研
修
で

は
広
域
利
用
に
よ
っ
て
互
い
の
図
書

館
が
切
磋
琢
磨
し
、
更
に
い
い
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
す
こ
と
。
自
治
体
の
枠

を
超
え
た
資
料
に
よ
っ
て
、
自
治
体

の
内
外
に
関
係
な
く
、
一
人
で
も
多

く
の
利
用
者
に
、
一
冊
で
も
多
く
の

資
料
を
提
供
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。


